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1，は じ め に

　 1927 （昭和2）年、現在の 日本色彩研究所の前身

である日本標準色協会が、洋画家和田三造の手によ っ

て設立 された 。 これをかわぎ りに、ようやく日本で も

色の標準化問題がク ロ
ー

ズア ッ プされは じめ、こ の 問

題 は ］938 （昭和 13）年、「工業 品規格統
一

調査会

第2 部会第 21 委員会 色」（以下 、色規格委員会 と略

称）の設置 で大ぎ く前進をみせる。色の標準化にとも

なう表色系の開発は委員会で も活発に論議され、色規

格委員会提出の大蔵省印刷局原案 「標準色彩票」、和

田三造による 『色彩体系』、鉄道省技術研究所広瀬誠

一
による 「横断面式標準色剽

1） などの色彩体系が提

案されて い た 。 お お まか に いえば、日本の表色系開発

には大き く二 つ の流れがあ っ たといえる。マ ンセル系

とオス トワル ト系である 。

　オ ス トワ ル ト系の代表は大蔵省印刷局原案の 『標準

色彩票』で、戦後、色彩学会の前身である色彩科学協

会が発行 した r標準色名』（195D もオス トワル ト

系 と い える 。 ただ戦後 N 本のオ ス トワ ル ト系は 、ア メ

リカから輸入されは じめた Color　Harmony 　Manua ［
一

辺倒 となる 。 当時日本の Color　Harmony 　Manua 師 1」用

冊数は ，本国 ア メ リカ に つ い で世界で 2番目で あ っ た。

　マ ン セル系、つ まり色の三属性によっ て色の体系化

を試みたの は和田案、広瀬案で ある。のち に和田案は

色 規格委員会 の活動成 果で ある 「無 彩色標 準色票」

（臨時日本標準 規格 第 342 号）、および 「色相標準色

票」 （日本化学規格 JES化学0503 ）の両基準をも と

に 、1062 色の色票か らなる 「色 の標準』（昭和 26

年） と して 体系 化さ れ 日本色彩研 究所 か ら刊行 、

1966 （昭和41 ）年の絶 版まで版をかさねてい る 。

　 『色 の 標準』の モ デル とな っ た マ ン セル表色系 には、

長 い歴 史 が あ る。体 系の 基 本 は マ ンセ ル に よ っ て

1905 年 、 ますACo ［or　 Notationで発表された。つ い
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で 1915 年には884 点の色票た ともな っ たAtlas　of

the　Munsell　Color　Systemが誕生 した。さ らにマ ン セ

ル没後の 1929 年 、Atlas　 Qf　 the　 Munsell　 Coior

System をさ らに発展させた Munsell　Book　of　ColOrが

登場 したが、1931 年の CIE表色系の誕生 にともない、

Munsell　Book 　of　Co［o 「に測色学的検討が加えられ 、

1943 年には、色票 にXYZ表色系の色度座標と反射率

が あ た え られ た修 正 マ ン セ ル 表 色 系 Munseil

Renotation　Color　Systemがアメ リ力光学協会か ら報告

されている 。 現在マ ン セ ル表色系と いえば、こ の修正

マ ン セルの こ とを指す。マ ン セル表色系 は、日本では

大正初年頃か ら知 られてはいた 。

2）
ただ第二 次世界大

戦中、日米は敵対関係にあ っ たため Eヨ本 に情報が伝わ

らず、修正マ ンセルに つ いての十分な知識が日本で得

られるようにな っ たの は戦後で ある。

　日本が修正 マ ンセル を色票化 したの は 1957 （昭

相32 ）年で あ っ た 。 Eヨ本色彩研究所が 『改良マ ン セ

ル』と して これを発表 してい る 。 1959 （昭和 34 ）

年に は 、修正 マ ン セルは JIS　Z8721 「色 の 表示法一

三属性による表示」としてJIS化された。

　 このよ うな動ぎと呼応するかたちで 日本色彩研究所

は細野尚志を申心 に、］950 年代の 半ばか らカ ラ
ー

八 一モ ニ
ー

の 研究 に 着手す る 。 その 成 果 と して

1964 （昭和39 ）年に発表されたのが、今日の
’c
色

相＝色調体莱 （あ る い は
tt
ヒ ュ

ー＝ト
ーン ・シ ス テ ム

tt
）

を基 調と した日本色研配色体系 、いわゆる PCCS であ

っ た 。

　 日本色彩研究所配色体系PCCS は、カ ラ
ーハ ーモ ニ

ー
をもとめる際の実用的なカラ

ー
シス テムと して開発

され た 。 システムの基本は マ ンセル表色系とおな じく、

色相 ・明度 ・彩度 の 三 属性を尺度化 して 構成されて い

る。ただPCCS の最大の特徴は、彩度の 尺度をぎざむ

にあた り、マ ン セル表色系の方法と異な っ た
’
あ ざや
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かさ感 （clearness ）
／／

の概念を導入 した点にある。導

入 の 理 由は 、カ ラ
ー

ハ
ー

モ ニ
ー

に お ける
‘‘
色価

（valeur 、バル
ー

ル 、英語 の value ）
”

の等価性を重視

したことによる 。

‘’
色価

／／
とは s 絵画表現にお い て カ

ラーハ ーモ ニ ーを考える うえで重要な概念であ り、こ

れを細野 尚志は、「明度 と彩度の複含に よ る 主観的等

価値感」と定義して い る 。

3）また、明度と彩度の複合

概念を
’‘
色価

’」
にかえ て

”
トーン （tone ）

t／
と名づ け、

こ の
”
トーゾ の 等価性にもとつ くカラ

ー
シ ス テムの

実現をはか っ た。

　配色を前提 と した新 しいカラ
ー

システムの開発にあ

た っ て 、最も問 題 とな っ た の は 彩度であ っ た 。 すなわ

ち、マンセル彩度を
」
あ ざやかさ感

’
の視点で みた場

合 、マ ン セ ル 明度 V （Value の 略 号 ） と 彩 度 C

（Chroma の略号）の 値、マ ン セル表記によれ［まV／C

の等 しい色群が、必ずしも
’亅
色価

”
と して の

1

あ ざや

かさ感
」
の揃 っ た色群にはな らな い 。 こ のため重点的

に
’
彩 度 と

”
あ ざやかさ感

’
の関係に つ いて の検討

が繰 り返され、その結果マ ン セル彩度と異な っ て、純

色彩度をすべ て等価とする PCCS 特有の彩度値が決 定

され た。

2 ．マ ン セルとデン マ ン ・ロ スの色彩体系

　彩度は色の三属性の うち で 、最も定義が複雑な概念

で ある。ちなみ に 「JIS八 ン ドブ ッ ク色彩』の項で は、

色相 ・
明度に関 しての説明 は4行程度 にすぎない。と

こ ろが彩度の 説明には、CIEの定義を含むものの、ほ

とん ど］ペ ージがつ いやされ て お り、彩度概念の 複雑

さを物語 っ て い る 。 そ もそも色を、三原色によ らず

三 つ の属性によ っ て 定義 したの は、グラ ス マ ン とされ

る （1853 ）。

‘）ヘ ルムホルツの 『生理光学ハ ン ドブ

ッ ク』第 2巻 （1860 ）で は 、三属性 に対応す る色

相 ・
明 度 ・

彩 度 が Farbentone ・Lichtstarke ・

Sattigungsgardeと して 明確に 取り 上 げ ら れ た。5〕以

後欧米で は べ ゾル ト （1876 ）やル
ー

ド （］879 ）

の著書にみ られる よ うに、三 属性の 概念が定着 した 。

19世紀末か ら20 世紀の は じめ に か けて 、
’
V
’
ン トを

は じめとする実験心 理学派の人々は、三属性 にもとつ

い た色空間の概念を種々提起 している 。 このような実

験心理学派の概念的な色空間 を前提に、三 属性をそれ

ぞれ尺度化 した色空 間に配列 し、色をア ル フ ァ ベ ッ ト

と数字の組み 合わ せ で体系化 したのが マ ン セルであ っ

た。こ の場合の色は色光 で はな く色料、すなわち ピグ

メ ン ト・カラ
ーを体系化の対象と したことを、マ ンセ

［＝＝：：一 ＝］ 274

ルは しば しば強調して い る 。

　ピグメン ト
・
カラ

ー
を立体的に体系化する試みの 歴

史は古い 。 よく知られる ものに トビアス
・
メイヤ

ー

（1758 ）、ラ ン ベ ル ト （1772 ）、ル ン ゲ （1810 ）

の色空間があ り、色彩調和論で有名なシ ュ ヴル
ー

ルも

1839 年 に独 自の、そ して 特異な色空間を提示 して

いる。ただオ グデ ン ・ルー ドはその名著 『モダン クロ

マ チ ッ クスjModern　Chromatrcs （1879 ）中で、大

要 「シ ュ ヴル
ー

ルの体系は問題が多 く、メイヤ
ー、ラ

ン ベ ル ト、ル ン ゲ の体系 を念 入 りに仕上 げただけ」と

批判しつ つ 、「モ ダン クロ マ チ ッ クス』 において もピ

グメ ン ト ・カ ラ
ー

の 体系化に つ い て は 、問題点の提示

にとどまっ て い る述べ ている。6 ’マ ン セルがピグメ ン

ト ・カラ
ー

の体系化に取り組む契機は、この点にあ っ

たと考え られよう 。

　マ ン セルが AColor 　Notat［on を発表 し たの とおな じ

時期、やは り三 属性を手がか りにピグメ ン ト・カ ラ
ー

の 体系化を計 っ た人物がい た 。 ハ
ーバー

ド大学教授の

デ ン マ ン W ．ロ ス で ある。ロ ス の 色彩体系はマ ン セル

のそれ と対照的で、マ ン セルが自己の体系に厳密な科

学的根拠を求めたのに対し、ロ ス の体系は実用と い う

観点か ら極めて マ ク ロ的で あ っ た 。 日本色彩研究所の

機 関誌 『色 彩研究 』Vol．25 に、細野 尚志 に よる

「Arthur　Popeの カラ
ー ・

システムに つ いて」と題 した

記事がある。PCCS の 開発者細野は こ の 中で 、ポープ

の 色彩体系が ハ ーバード大学のデンマン
・ロ スの体系

を発展させたものであ り、ポ
ー

プの色立体とPCCS 色

立 体の 共通性を指摘 して い る 。 PCCS は Practrcal

Color　Co−ordinate 　Systemの 略、つ ま り実用を重視す

る体系であり、実用の観点がポー
プ、さ らには ［コス と

の共通性を生ん で い るの で ある。以下 に マ ン セ ル 表色

系とPCCS 配色体系に大きな差のみ られ る彩度の考 え

方の相違 を、マ ン セル彩度の決定プ ロ セ ス を通 じて 考

え、つ い で、PCCS との類似点 が多いが、ほとん ど知

られる こ とのない ロ スの色彩体系につ い て紹介して み

たい 。

3 ．マ ン セル彩度の 決定一科学的取り組み

　 マ ンセル彩度の尺度が どのよ うな方法 で 決め られた

かは明確で な い 。ただ マ ン セ ル ・カ ラーシ ス テ ム を周

知さぜることにな っ たAColOr 　Notationには、断片的

なが ら彩度決定に関連 した記述がある 。 またマ ン セル

は 1909 年の心理学紀要 に、物理 的刺激と彩度知覚

に関する実験 の レポー
トを寄せ て お り、 1915 年に

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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は、MunseLl　Book　of　Colorの原形ともい うべ き色票集

Atlas　of　the　Munsei ［　Color　Systemを完成させた。こ れ

らの 内容と、アメ リ力光学協会 （Optical　Society　 of

Arnerica）の機関誌に マ ン セル特集 が組ま れ た時の ニ

ッ カ
ーソ ン に よる記事か ら、マ ン セル彩度の決定プロ

セスを考えてみよう。

　ACQIor　Notationの刊行か ら35年後の 1940 年、ア

メ リ力光学協会は機関誌J，○，SA の 30号 で、マ ン セル

システ ム の 特集記事 を組んだ 。 特集で マ ン セル システ

ム の歴史を担当 したのは 、当時ア メ リカの震務省に勤

務 して い た ドロ シー ・ニ ッ カ
ー

ソ ン で ある。7 〕マ ンセ

ルは色彩研究 の記録ともい うべ き 「色彩 日記』 Color

Diaryを残 して い るが、記事の 中で ニ ッ カーソ ン はマ

ンセルの COIOr　Diaryを引用 して 、
”
1903 年 11 月7 日、

マ ン セルはフ ォ トメ
ー

タ
ー

の中で回転混色により彩度

（クロ マ ）の 決定を計 っ たが、成功 しなか っ た 。

…
彩

度ス ケ
ー

ルが最 終的に 決 定され たのは、 1912 年で

あ っ た♂ と してい る。ただニ ッ カ
ー

ソ ン によ れば、

Atlas　of　the　Munsel ［Color　System の 前身と して 、

］910 年、chart 　A 〔明度 スケ
ー

ル）、　 chart 　B （5代表

色相それぞれの彩度ス ケ
ー

ル）が用意されて いたとい

う 。 先に み たよ うに、彩 度スケールの 最終決定 は

1912 年とされ る か ら、い かな る手1頃で 1910 年の

彩度ス ケ ール は決定されたので あろ うか。まず、A

Color　Notationでの彩度に関する記述 をみてみよ う。

　 周知のようにマ ン セルシステ ム で は 、ピグメン トに

よ る 色空 間を色相H ・明度V ・彩度 Cの三軸で尺度化

し、一つ の色を、尺度にあたえ らR たアル フ ァ ベ ッ ト

と数値の組み合わ せ で 表記する。マ ン セルの色空間は

また
’」
バ ラ ン ズ の概念 にも とつ く独自の 色空間を形

成 してお り、マ ンセルの色彩調和理論 もこの
“
バラン

ズ
’

に調和の根拠をおいているので あ る 。こ の ような

”
バ ラ ン ス

”
にもとつ く、マ ン セル シス テム独特の 色

空間や調和の概念を視覚化す るものとして 、マ ン セル

は
」
色 彩球

”
（Co ［or　Sphere）を提示する （図一1）。

図
一1　Atlas（1915 ）よ り

　色彩 球は地球儀形の 色空間モデルである 。 球の半径

は マ ン セル明度
・
彩度 でそ れぞれ5 ス テ ッ プ、球 の 中

心は マ ン セルがバ ラ ン ス の 中心点と考えたマ ン セル明

度 N5 にある。したがっ て地球儀の北極が白、南極が

黒となる 。 赤道に相当する円周上 （マ ンセル明度 5の

位置）には、マ ン セルの 5代表色相とそれぞれの物理

補色 と して選 択された 5色の計 10色がな らぶ 。 赤道

上 はマ ンセル彩度も 5で等 しく、また直径上に位置す

る 2色は、等面積 同士で 回転混色すると完全な無彩色

とな るよう調整されている。つ まり直径上の色同士は

い ずれも マ ン セル表記で明度 ・彩度が 5／ 5の色であ

り、無彩色N5 から等距離にあ ることによ っ て 完全な

バラ ン ス をみぜるという。

　表面がマ ンセルシ ス テムの理論に したがが っ て 塗 り

分けられたこ の色彩球は、高速で 回転させる と表面全

体が無彩 色となる。AColQr 　Notationの裏表紙 には、

色彩球の パ ス テル によるイラス トレーシ ョ ン がカラ
ー

刷りで掲載されている 。 マ ン セルが 、自身のカ ラ
ー

シ

ステムを直感的に 理解 させるてだて として 色彩球を重

視した こ とがうかがえる 。

　 ただマ ンセルは、ピグメ ン トの純色の明度 と彩度は

色 に よ っ て 異な り、色彩球のよ うに彩度 の上限 を5 と

した場合、ほとん どの純色の位置 が色彩球か らはみで

て しま う こ とは十 分認識 して い た。当初 マ ン セ ル は 、

R （赤）とそ の 反対に位置す る BG （青緑）の最高彩

度値の 差を約 2 ：1と考えて いた。AColor 　Notation

の 第 5章、ピグメ ン ト色 彩球　（APigment 　Color

Sphere、注に ］900 年パテ ン ト取得とある）でマ ン

セルは色彩球の 制作法を述べ て おり、ここで彩度決定

のプロ セ ス の
一

端が以下の手川頁で述べ られて いる。u ）

　 マ ン セルが選 ん だ5 代表色相とその物理補色相当の

5 色相に は異体的 な ピグメン ト名が明記さ れて いる 。

例え ばR ：ベ ネチア ン ・レ ッ ド／ BG ： ビ リジ ア ン と

コ バ ル トで あ り、ピグメン ト名が しめ された Y と PB、

G と RP、　 Bと YR、　 PとGY が色相環上 で補色対をなす 。

これ らの色か ら 1組をえ らび、2色の明度をジ ン ク
・

ホ ワ イ トとアイボリー ・ブ ラ ッ クで 調整して、それぞ

れの 明度を 5にそ ろえておく。 明度の検定は、あ らか

じめ用意された明度ス ケ
ー

ル によ っ て お こ な う。上記

の 組み合わせの うち まず Rと BG の 組み合わ せが例示

さ れ るが、こ の 2色 はと もに純色の 明度が5で あ D 、

明度の調整 はと りあえず不必要となる。

　 次 に R とBG を 回転混色にかけ、結果が無彩色 とな

っ た時 （バラ ン ス した と い う）の R とBG それぞ れ の

［ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 二 ＝ ＝＝＝ ＝＝ コ 275 ［二二二 ：＝ ＝ ＝ IE　iEIIEfflllli4Jl。 、 c ．
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面積比を もとめ る。無彩色 を生む混合比が R ： BG ＝

］ ： 2 で あ っ た と す る と 、BG の
”
ク ロ マ チ ッ ク

”

（chromatic ：色み の 強さ 、以下、彩度 とする）はRの

半分で しかな く、等しい面積 で の バ ラ ン スを得るため

には、Rの彩度 を半分に落とさなければな らない 。 そ

こ で 回転混色上の円盤面槓を半等分 し、BG はその ま

ま、R には明度 5を維持 しつ つ 臼 ・黒を加えて彩度 を

落と し、R と BG が等 面積で 無彩色となるよ う調整 す

る 。 この こ とか ら仮に BG の純色 に彩度値 5 をあたえ

た場合、必然的に Rの 純色彩度は 10 とな り、白 ・黒

による調整の結果等しい 面積で BG とバ ラ ン ス したと

きの Rの彩度値は、BG の純色彩度に等しい 5となる 。

　 RとBG に関する次の問題は、無彩色から彩度 5をへ

て最高彩度 10 にいたる尺度をどのよ うにき ざむ か で

ある。こ の ことに関 しては、マ ン セル による興味深い

レポー トが 1909 年の 『心理学報』に寄せられてい

る。「彩度刺激 （物理的飽和度）と彩度感覚の 関係に

つ いて」と題 した こ の レポー
陣 で マ ン セルは、実験

に も と つ い て、彩 度感覚と彩度の強度 （物理 的飽和

度）は、ウ エ
ー

バ ー＝フ ェ ヒナ
ー

の 法則に した がわず、

1対 1の対応を しめす
t／

と結論づけている。い うまで

もなくウエ ーバー＝フ ェ ヒ ナ
ー

の法則で は、感覚量が

算術級数的 （等差）であるため には、刺激の物理量は

幾何級数的 （等比）でな ければな らな い 。 しか しマ ン

セル は 彩度の場合、彩度変化が等差に見 えるための物

理 量の変化は 、おな じく等 差 で よ い と い うの で あ る 。

結論の背景とな っ た実験は、次 のようにお こなわれた。

A 　O

図
一2

BO

　図 のよ うな 2枚の 円盤がある （図
一2）。左の 円盤

には、扇形の 面積がウエ
ーバー

＝ フ ェ ヒ ナー
の法則 に

の っ とっ て 112、114、］！8、］116と比で漸減する色

紙 A が の っ て お り、右 の円 盤 には面積が4 ！5 、3！5、

2！5、 115と差で漸減する Aと同色の色紙B がのせ られ

ている 。 Aの図形を、白を背景色 と して 回転混色する

と、中心か ら周辺 にむか っ て ウエ ーバー＝フ ェ ヒナ
ー

の法則に準 じた、ととの っ た段階的な彩度 の 低下 と 明
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度の上昇 がみ られる 。次に Aを、A と同 じ明度の 灰 色

を背景色と して回転さぜると、彩度の段階は不均
一

と

な っ て しまう。一
方同様の 実験を B で お こ な っ た場合、

背景 が白色 で は、彩度段階は不規則となるが、背景が

Bと同明度の灰色 で は、均等な彩度の変化がえられた

とい う。こ こ か らマ ン セルは、彩度の 感覚はウ エ ーバ

ー＝フ ェ ヒナ
ー

の法則性をはすれてお り、物理的刺激

の均等な変化が彩度感覚の等歩度性に つ ながると結論

つ けた の で あ る。したが っ て先 に問題と した Rと BG

の彩度尺度は、Rの最高彩度を 10と設定するな ら、　 R

の 彩度 は、同明度の 灰色と Rの純色 の間を回転混色器

上の扇形面積変化で単純に 10 等分すれ ばよい。

　 残された 問題は、R／ BG 以 外の色の最高彩度をど

の よ うに決め るか で あ る 。 R とBG の純色 の場合明度

はとも に5で 等 し い た め、純色同士の回転混色実験か

ら彩度比が2 ： 1と決定 で きた 。 しか し他 の 組み 合わ

せ で は 2色の 純色明度 が異なるか ら、明度を 5にそ ろ

えるために純色に白 ・黒を加えると、当然彩度も変化

する。Rと BG でおこな っ たと同じ手続きから2色間の

彩度の比は決定 で き て も、2色そ れぞれの彩度値を0

か ら 10の ど こ に配当するかの 手がかりがない 。

　 考えられる方法のひ とつ は、先に決めた Rの 彩度尺

度との 比較によ り、目視で 純色彩度をそれぞれ決める

方法である。ただ し色相の 異なる色 との 目視による彩

度決定は、非常に困難であろ う。

　 いまひとつ は心理学における極限法によ っ て、各純

色 と同明度の灰色と純色 と の 間に、弁別可能な彩度の

異なる色が何色で きるかを判定する方法で ある。回転

混色器の円盤を二 重 に して 、純色と純色同等の灰色と

の 間 を弁別 可能 な最小 の 刺激の差で 区切 っ て ゆけ ば、

灰色 と純色とのへ だた りが数値化され、最高彩度を R

の 10 と した場合の 純色相互の 彩度比 は検出できる と
『

考え られる 。 こ こ か ら各純色の彩度 値さえ 決めれ ば、

あ とは灰色 と純色闘を、純色の 彩度値に応じて 回転混

色器上の扇形面積で均等に分割すればそ の色の彩度尺

度が決まる。管見 の範囲で 十分な資料にもとつ くとは

言 い難い が、こ の手順が、マ ン セルが彩度を決めた際

の最も妥当な手続きではなか っ たか。

　］9i1 年 12 月 27 日、マ ン セルはアメ リ力心理 学

会で 、「ピグメ ン ト ・カ ラ ー ・シ ステム と表記法」 と

題 した講演をお こな っ ている 。
1ロ）ACoror 　Notationの

要旨の 紹介が内容で 、彩度 の 決定プ 囗 セ ス に触れると

ころは少ないが、時期的にはマ ンセルの彩度尺度が最

終的に決め られ た 頃で ある 。 色票 884 点 を 伴 っ た

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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AtLas　of　the　Munsell　Color　Systernが刊行されたの は、

こ の 3年後であ っ た 。

4 ，デンマ ン
・ロ ス の 色彩体系

一彩度の等価性

　ニ ッ カーソ ン によれば、マ ン セル の Color　Diaryには、

マ ン セルがロ ス とべ ニ スでともにスケ ッ チを しな がら、
’
画 家の ため に、パ レ ッ トに絵の具をのせる前に 、あ

る結果を頭の中で想像 し得るよ うな体系的色彩計画
’d

につ い て 話 し合 っ た と書かれて い る （1892 年の項）

とい う。あま りよく知られて いないが、ロ スもまたマ

ンセル と同 じ時期に、独 自の色彩体系を発表 して いた 。

マ ン セルと ロ スは、とも にボス トン在住、画家と して

の資質をそなえ、教育者として造形教育に有効な色彩

の体系化を 目指 して い た 。 ただマ ン セルが自身の色彩

体系 に科学的裏付けをもとめ、表色系における視覚的

等歩度性 を厳密 に追求 しようと したのに対 して 、ロ ス

の体系はデザイン の 基礎理論を体系化す る ため の 実用

的観点か ら、あくまでも マ ク ロ 的なものであ っ た 。

　 ロ ス の色彩体系 は、彼の 著書ATheory 　of　Pure

Design （1907 ）の中で展開されて いる 。この著書

は、日本で はマ ン セルやオ ス トワル トの色彩体系に先

ん じて 19 ］3 （大 正 2 ）年 に紹介さ れてい たが、 11〕

色票をともなう表色系と して発表されたわ けで はなか

っ たため、今日で ロ スの色彩体系は殆ど知 られていな

い。一方アメ リカで は、ビレン の著書でもしば しば ［コ

スの 体系は参照されてお り、今日的な意義を失 っ ては

いな い。

　 ロ ス が 生 まれ た の は 、オス トワ ル ドと 同 じ年の

1853 年 である 。 八 一バー ド大学を 1875 年に 卒業、

1880 年には修士と Ph．D の称号を得ている 。1895

年にはボス トン美術館の理事に就任 したが、ロ ス はま

た浮世絵の コ レクタ
ー

と しても有名で あ っ た。12 ｝

　 先に述 べ たよ うに ロ ス は マ ン セル と親交があり、と

もに色彩の体系化を計 っ たが、マ ン セル と異な り、ロ

ス の色 彩体系は彼の広範な造形理論の
一部で あ っ た。

ロ ス は ］899 年か ら、八 一バー ド大学の建 築学部 に

おいてデザイ ン の 講座を受 け持 つ ことにな っ たが、そ

の 内容は 大 き く 二 つ に分 か れ る 。 デ ザ イ ン 理 論

（Pure　Design 、こ の 場合の Pureは Applied に対応する

言葉）とデザイン表現 （Design　in　Representation）

である 。 この うちのデザイ ン 理論の 内容に色彩体系が

かかわるので、その内容をみ て みよう。デザイン理論

の構成は次の通 りであ っ た 。

　 ○秩序と美の原理として の 、リズム
・バラ ン ス ・ハ
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　一
モ ニ

ー に も と つ く 色 調 （tone ） ・単 位

　（measure ）
・
形 （shape ）の 構成練習

○諸原理の定義と解説

○明度 （黒か ら白にいたるス ケール上 の、明るさが

　異なる単位）によるデザイ ン 。

○色彩における、明度のさまざまな シ ス テム

○色調の リズ ム 、色調の バラ ン ス、色調の ハ
ー

モ ニ

　○音楽 と比較 したデザイン理論

　○音楽の 耳 に対する、色彩の目に対する訴求力

　○デザイ ン 理論が持つ未開発の可能性 m ）

　八
一バー ド大学における この講座の 内容は 1907

年、A　Theory　of　Pure　Design と して 刊行された。

　ATheory 　of　Pure　Design は平面構成に関する造形

原理の全般に及ぶが、色彩に関する記述はおよそそ の

114を占める 。

　色彩の 蕈は 「色調と色調関係」 （Tones　and 　Tone −

RelatiOns）にはじまる。14） こ こ でいうロ スの
」」
色調

”

（tone）は二 つ の意味を含 んで い た 。

一
つ は光 の量

つ ま り明度 （［コスもマ ン セルとおな じく value と呼ん

だ）、他の
一つ は光の質、すなわち色相 （［コス はcolo 「

と呼んで いる）であ る 。そ して 色 相の質をきめるもの

として 、彩度 （intensity）が置 かれて い た。つ ま D

color ・
＞alue

・intensityが三 属性と対応 し、それぞ れ

の尺度が形成される。おのおのの尺度をみ て み よ う。

　色相は R （赤）、Y （黄）、　 B （青）を基本 3色相とし、

具体的にはRには ローズ ・マ ダー
とバーミ リオン の混

色、Y にはオ
ー

レオ リン 、　 Bに は コ バル トがあて られ

る。R とY の 間に Q 、　 Yと Bの間は G、　 G と Rの 間は Vで 、

それぞれ基本 3色の混合結果で ある 。 さ らに こ の 6色

の闘 に時計回 りに色相の記号を選択して繦み合わせた

RO 、　 OY 、　 YG 、　 GB 、　 BV 、　 VR がならび、全 12色相で

色相環が完結する 。 マ ン セル のような、色相のさらな

る細分化はない、

　 明 度ス ケ
ールは Blk （里 ）と Wt （臼）を両 極とし、

その 混合による中間点を M （Middle）とし、　Wt とM の

中間点 がLt （Light）、
　 M と Blkとの中間点 が D （Dark）、

さ らにWt とLtの間に HLt 〔High 　Light）、　 LtとM の 間に

LLt （Low　Light）、　 M と Dの間は HD （High　Dark）、　 D と

Blkの 間は LD （Low 　Dark ）と する 。マ ン セルとち がっ

て実用の範囲で の白
・
黒をスケ

ー
ルの両端に配 し、バ

イ ・セクシ ョ ン法で 白 ・黒を含めた 9段階の スケ
ー

ル

は、極めて実際的で あるとい え よ う。

　 彩度は ロ スにおい て も特異である 。 まず マ ン セ ルと
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異な り、純色彩度 はどの色相も等価と した。彩度の段

階は高彩度 の純色を 1、純色と等明度の 無彩色 N を 0
と し、こ の 問 を バイ ・セ クシ ョ ン 法で 114、 1〆2

（＝2〆4 ）、3f4に 区切る 。 純色 の等価性、バ イ
・
セク

シ ョ ン 法による彩度段階の設定には、PCCS 彩度と の

共通点がみ られよ う。 また高彩度の純色明度は規則正

しく上下する （図
一3、両端は明度スケ

ー
ル）。

　 ロ スは こ こ に、ピグメ ン トで は十分再現 できないも

のの 、ス ペ ク トル における　
「’
自然 な明度関係

”
（the

naturai 　value −relations ）がみられるとい う 。 こ の点も

PCCS における
“
色相の 自然な秩序

’
と共通す る コ ン

セプ トである 。

　ただ ロ スの体系には、絵の具 による無彩色との混合

という実際的な局面に対応 して 、三 属性以外に
”
中性

度
”

（neutral ］zation ）と口乎ぶ新たな尺度が 、彩度と重

なるかた ち で設定 され て い た 。 中性度は図の色 相断面

中の点で示されるよ うに （図 一4）、無彩色N が 1、純

色が O 、この 間 はふ た た び彩度 方向と は 逆 に 314、

U2 、］14と区切 られる 。 た だ し彩度との区別を計る

ため、中性度の表記には数字の後ろに、中性度をしめ

す Nを 附記する ことにな っ ている 。例えば 112N で あ

る 。

　ロ スは マ ン セル とおな じく、色彩表示 に ア ル フ ァ ベ

WtHLtLt1

．工tMHDDLDBlk

RROOOYYYGGG 日 BBvvVR

R　Ro 　o 　OY 　 Y　YG 　G 　GB 　B　BV 　V　VR

RRoOoYYYGGGB8 巳vvvR

RROoOYYYGGG8B 日vvvR

RRoooYYYGGGBBBvvvR

R　Ro 　o 　OY 　Y 　YG 　G 　GB 　B　BV 　v 　 VR

RROOOYYYGGGBBBvVVR

図一3　太字 は純色明度 の 位置

罪

肥

LrcMHDR

ま士 i

oLDBlk

1 馨養乏　 1 畢垂是　 1 隼蓋牽

繍 蝴

騾鰍
＼＼＼、【 酬 l　　　　　　　　w

柵糀
　　　図

一4

Wt

肛

LtLLtM

冊

DmBlk
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ッ トと数字の 組み合わせによる表記法を提案 した。た

だ彩度 と中性度が設定されているた め、表記法は2通

りとな る。一
つ の 色を、明度

一
色相 彩度の順に表記

するか、明度 一
色相 中性度の順に表記するか で あ る 。

つ ま りおな じ色○で あ っ ても 、LLt− 03 ！4 も しくは

LLt− O ］〆4N となる。と こ ろ が各純色位置で は彩度と

中性度の 圉盛りは
一

致するが、明度が変わ D混色結果

が白や黒 に近づ くにしたがっ て 中性度の尺度は圧縮さ

れ、例え ば色相O でも明度LD の Q では 、5段 階の中性

度尺度が彩度 1目盛 りの 中に収ま っ て しま い （図一4 ）、

あまり実用性がない結果となる 。 ロ スもこの点に十分

な解決がつ かなか っ たためか、色 彩表記の記号化は提

唱して い るものの 、彩度も しくは中性度はあま り使用

せず、色の組み合わせや調和関係の説明には、明度一

色相記号 で 済ませている 。 明度と色相に限定 したロ ス

の配色や調和の 類型 は 、ダイヤ グ ラ ム上 で の 色彩記号

の組み合わせ として さまざまに提示 されるが 、紙幅の

関係上 こ こ で は 触れな い。 亅h・〕

5 ．おわ りに

　本稿では直接的に PCCS にア ブロ ー
チせす、今世紀

初めにアメ リカのボス トン で 誕生 し、後の ア メ リカ に

おける色彩教育の 二 大潮流とな っ た マ ン セル と ロ スの

色彩体系の 一部を紹介 し、PCCS を考える資 料と して

みた 。

　なお筆者の 短大での色彩実習は PCCS に準拠 してお

こ な っ て いる 。その 際使用 する ポス ターカ ラ
ー

は 、

PCCS 八
一

モ ニ ッ クカラ
ー

チ ャ
ー

ト201 − L解説書に

記載されて いる PCCS24 色相に附記されたマ ン セル

記号と同
一か 、できるだけ近い純色 12 色 （偶数の色

相番号相当）を、マ ン セル記号が明記 されて い る 夕 一

ナ
ー

色 彩株式会社製の ガ ッ シ ュ か ら選択 し、これ に

臼
・
黒 （ラン プブ ラ ッ クとジ ェ ッ トプラ ッ ク）の ほか

マ ン セル明度N3 、　 N5 、　 N7 の 灰色を加えた全 ］8色 の

セ ッ トを特別に組ん で 使用している 。 ガ ッ シ ュ の色相

とPCCS 　12色 相と は 艮好 な対応関係を示 し、　 PCCS カ

ラ ーカー
ド各 ト

ー
ン と の 関連もつ きやすい。
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